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かという議論がありました。VLとして私は、9年での社
会実装のみを目標とすると「IT技術で健康診断のデータ
集めて分析して地域に戻す」といった画一的な提案になっ
てしまうと危惧していました。多様性を持たせたかった。
そういう意味でSF的なCOINSは特徴があり、ベンチャー
創出など社会実装に備えたイノベーションのプラット
フォームをつくるというコンセプトが“COI STREAM”の
趣旨に合うと判断しました。

木村： COINSのビジョンを考えている時に、「体内病院」「スマー
トナノマシン」という言葉がみんなの中から出て来ました。
誰が言い出したのかは覚えていません。

片岡：確か提案書を書いている時だったと思います。最初の頃
は全体会議で「体内病院」と話していても「何これ？」とい
う感じだったのが、回を重ねるごとにみんなが真剣になっ
て、ほんとにできるんじゃないかと思えるようになりま
した。このコンセプトだけだとまさにSFですが、木村先
生を中心にベンチャー創出など実現のための具体的なス
テージゲートがつくられた。それによって今、何をすべ
きかがわかるのが重要でした。

木村： 薬学や生物学では分からないこと（ブラックボックス）を
研究によってだんだん明らかにしていきます。一方、工
学は常にリアリティを意識してロジックや部品を集めて新
しいものを組み立てていく。発想が逆で面白いけれど、ま
た難しいところもあります。このように発想が異なる人た
ちが集まってひとつの目標を達成しようとする時、コンセ
プトを代表する言葉を自分たちでつくり、それをビジョン
として共有することはチームを固めるのにパワフルです。

木村： 私が考える成果は２つあります。1つは川崎市民との交流
が進んだことです。これはCOINSの使命でもあります。
見学会、セミナー、シンポジウムなどで市民の科学技術
に対する興味が深まりました。一方、研究者の側も、税
金を使っているから説明責任があるという側面だけでな
く、研究を多くの市民に理解してもらおうという態勢に
なりました。「どうせ話しても分からない」と隔絶された

公益財団法人加藤記念
バイオサイエンス振興財団 名誉理事
革新的イノベーション創出プログラム
“COI STREAM”ビジョン1
「少子高齢化先進国としての持続性確保」
ビジョナリーリーダービジョナリーリーダー
１９７７年東京大学大学院農学系研究科博
士課程修了。農学博士。協和発酵工業（株）
入社。常務取締役などを経て、２００３年か
ら代表取締役社長を務める。０８年キリン
ファーマ（株）との合併により協和発酵キリン
（株）社長となる。現在、公益財団法人加藤
記念バイオサイエンス振興財団　名誉理事、
（株）クボタ社外取締役、ＪＳＲ（株）社外取
締役を務める。

■ 10年前、COINSを立ち上げた時の思いを教えてください。

■ 「体内病院」という言葉はどのように誕生したのでしょうか。

「体内病院」という言葉の誕生が
ビジョンやミッションの共有、
チームの結束を促進

「スマートライフケア社会への変革を先導するものづくりオープンイノベーション拠点」（Center of Open Innovation Network for 
Smart Health：COINS）は今年度で終了する。木村廣道プロジェクトリーダー、片岡一則研究リーダー、“COI STREAM”ビジョン1「少子
高齢化先進国としての持続性確保」の松田ビジョナリーリーダーがプロジェクトの始まりを振り返りながらその成果を評価し、今後の研究
やナノ医療イノベーションセンター（iCONM）への期待について語り合う。

公益財団法人川崎市産業振興財団
副理事長 
ナノ医療イノベーションセンター・セン
ター長 兼 COINSリサーチリーダー

１９７９年東京大学大学院工学系研究科博
士課程修了。工学博士。東京女子医科大学
助教授、東京理科大学教授、東京大学大学
院工学系研究科・医学系研究科教授を経て、
２０１６年東京大学名誉教授。現在は、川崎
市産業振興財団副理事長・ナノ医療イノベー
ションセンター長、米国ノースカロライナ大学
薬学部教授、中国医薬大学特別招聘教授を
務める。

TALK

公益財団法人川崎市産業振興財団
ナノ医療イノベーションセンター・ 
COINSプロジェクトリーダーCOINSプロジェクトリーダー
１９７９年東京大学大学院薬学系研究科博
士課程修了。薬学博士。協和発酵、モルガン
銀行を経て、アマシャムファルマシアバイオテ
ク㈱代表取締役社長、日本モンサント（株）代
表取締役社長を歴任。現在、東京大学未来
ビジョン研究センター特任教授、東京大学薬
学部 客員教授、株式会社ファストトラックイニ
シアティブ 代表取締役。
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木村： 2011年ごろ、川崎市がバイオや医療にテーマを絞り込ん
でキングスカイフロントを開発していくと聞き、見学に
来た時には建物がいくつかあるだけの野原でした。ここ
はいすゞ自動車の工場跡地で、高速道路から石油プラン
トが見えます。いわば日本を支えてきた重厚長大な産業
の象徴の場所で、このインフラを活かさないともったい
ないと考えました。私は1980年代に米国のシリコンバレー
やボストン近郊にIT産業やバイオ産業が集積し、街が変
わっていくのを見ました。日本でもできないはずはなく、
世の中に新しい仕掛けを構築することに関わることがで
きる、人がやらないことをやれると嬉しさを感じましたね。

片岡： 私はこれまで望んできたことを実現できそうだと期待し
ました。勤務していた東京大学で進みつつあった医工連
携を加速させたいと、2004年に大学院の工学系研究科と
医学系研究科の両方で教授になったことを機に、医療ナ
ノテクノロジー人材養成ユニットをはじめました。次に
大学内でナノバイオ・インテグレーション研究拠点を設
立し、木村先生にも加わって頂いて、薬学部や理学部な
どの研究者も集めました。そして、FIRST プログラム「ナ
ノバイオテクノロジーが先導する診断・ 治療イノベー
ション」も運営しました。しかし、この分野をさらに発
展させるには、大学やアカデミアで閉じていてはいけな
いと感じていました。そこに“COI STREAM”の話があ
り、ビジョンを定めて長い期間にわたり産学官連携で研
究できると聞いて、応募を決めました。当時ナノテクは
国会図書館の情報を手の平サイズにすると例えられてい
て、それなら医療ナノテクは医療を身近に、つまり病院
が小さくなることとイメージがSF化していきました。そ
れにしてもこのSFチックなアイディアがよく採択され
たと思います（笑）。

松田： 私自身は“COI STREAM”ビジョナリーリーダー（以下
VL）を依頼されたとき、最初は固辞したのですよ。それ
まで企業の研究者、経営者として国主導のプロジェクト
に携わり、企業とアカデミアの役割が固定していて魅力
がないと感じていましたから。ところが、文科省の当時
の局長が、9年と期間が長く、予算規模も大きく、バック
キャスティングを用いて、やる気のある企業のみが参加
するアンダーワンルーフで行うと説明され、説得されま
した。

 　担当したビジョン1「少子高齢化先進国としての持続性
確保」では7拠点が採択されました。COINSの他の拠点と
の違いは川崎市の支援があり、大学中心ではないことと、
大きいチャレンジであるという点です。“COI STREAM”
は9年で社会実装を目指すとされていましたが、COINS
ではそれは無理。では、エンドポイントはどこに置くの

■ COINSの成果についてはどのように評価されていますか？

イノベーション・エコシステムが
形成され、人材が育ち、市民との
交流が進んだ
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Products
スタートアップの設立：
7社
（株）ﾌﾞﾚｲｿﾞﾝ・ｾﾗﾋﾟｭｰﾃｨｸｽ / ｱｷｭﾙﾅ（株）/
（株）ｲｸｽﾄﾘｰﾑ/ｿﾆｱ・ｾﾗﾋﾟｭｰﾃｨｸｽ（株）/
（株）ｲｸｽﾌﾛｰ /（株）PrimRNA /
Red Arrow Therapeutics（株）

Patents
特許出願件数：
222件
国際出願数94件含む

人材育成
学際研究人材
マネジメント人材

People

投稿論文数：464報
被引用回数
トップ10%論文の割合15%

Papers

持って試みる」という意味です。研究者が好きなことが
やれる時間は長くありません。将来のポストや生活を心
配して冒険しない風潮があるようですが、積極的に海外
に出て一流の場所で仕事をしてほしい。もちろん周囲の
サポートも大切です。そういう意味では、iCONMは国際
的でチャレンジする場となっていると言えます。

木村： 人のやらないことをやる、先頭に立つ勇気を持つことは
起業には欠かせません。日本は縦割り社会といわれます
が、その縦割りの筒にはそれぞれぎっしり知恵が詰まっ
ているので、そこに横串を刺せばイノベーションが湧い
て来ます。イノベーションは異なったアイディアが出会っ
て生まれます。ふだんとは違う人と出会う、ちょっとし
た勇気と好奇心を持ってほしい。COINSの全体会議など
で出会いの機会は提供してきたつもりです。

松田：  “COI STREAM”でこれまでとは違う国のプロジェクト
に関わったのは私にとっても貴重な体験です。共創の場
形成支援プログラム“COI -NEXT”でも特別アドバイザー
として、願わくば研究の場や産業につなげる成果を出し
たいと思っています。

木村： 起業にチャレンジしやすい環境を整え、成功しやすい仕
掛けづくりをさらに推進して、勇気のある若者の背中を
これからも押してきたいですね。

片岡： 若い研究者の後押しは我々の役目ですね。それについて
はiCONMやCOINSのビジョン、ミッションを引き継ぎ、
マネジメントできる人材は育ったと安心しています。一
方で、研究は真剣勝負で年齢は関係ないし、自分の研究
もまだ完全なものになっていないので、自分の蒔いた種
に水をあげて世話をしたいと考えています。

片岡・木村・松田：もちろん率先して使います！

改正することが必須です。

片岡： 私自身が工学で博士号を取った後、医学部で研究し、さ
まざまな場で仕事をしてきた立場から、やはり多様性が
大事なことを伝えたいですね。分野や立場が違う人と触
れあうことを「道をはずれる」といって嫌う人もいますが、
本来、道なんてない。新しい場所では以前の自分の間違
いや視野の狭さに気づき、一方で、そこの弱点も分かり
ます。自分の知識や意識を客観的にみることができ、立
ち位置が分かる。大学の研究室は同じ考えを持った人た
ちが集まる「室」で、多様になる仕組みが弱いので、あえ
て外と触れあうようにして欲しいです。

松田：   「リスクを取れ」と言いたいです。riskはもともと「勇気を

年3年でできるものは企業が税金を使わずに進めればい
いのですから。

片岡：コロナ禍で外出や病院に行くこと自体がリスクと捉えら
れ、「体内病院」の重要性が認識されるはずです。共同
研究者の医師が、将来は小型化された医療機器が宅配
で自宅に届き、AIボットや遠隔医療で診断ができるよ
うになると話していました。対面診療を重視する医師法
などの改正が必要になりますが、その現実性が高まっ
て来たと感じます。

木村： 「体内病院」に対するパブリック・アクセプタンスは格
段に進むでしょう。世界は元には戻らないし、ニュー
ノーマルに合う社会的モデルが広がります。医療ナノ
テクの分野でもより競争が激化する可能性もあり、一
方で、ローカルで特徴を出せる部分も出てくるかもしれ
ません。COINSにとっても自分たちのあり方を見つめ
直すチャンスです。

松田： 中国やインドなどでは医療へのアクセスの悪さが背景に
あり、医療のデジタルトランスフォーメーション（DX）が
進んでいます。日本のDXは遅れているのは事実ですが、
国民皆保険制度があり、近所の医療機関にフリーアクセ
スできる地域が多いのに医療アクセスを良くするDXを持
ち込んでも人々は満足しません。必要なのは「体内病院」
のような画期的なもので、ポストコロナ時代にふさわし
いアプローチだと考えます。

木村： 今後は、レギュレーションを含めた社会科学と科学技術
が寄り添う新しいスタンダードをつくらなければならな
い。レギュレーションについては、片岡先生のグループ
が動いています。

片岡： 高分子ミセルを用いるドラッグデリバリーシステム
（DDS）については、医薬品医療機器総合機構（PMDA）
や国立医薬品食品衛生研究所と一緒に、医薬品・医療機
器開発のガイドラインの前段階にあたるリフレクション
ペーパーの作成を欧州医薬品庁からの委託を受けて行っ
てきました。日本の優れた技術を普及させるにはグロー
バルスタンダードを取ることが重要で、早い段階から先
回りして各専門家と一緒にレギュレーションを検討し、

TALK

世界で生きていく研究者も多い中、COINSの研究者は市
民の科学や技術への理解が重要で、それが自分たちのた
めになることを実感しました。交流が双方の財産になり
ました。市民と研究者の交流は科学立国には必須です。

　 　もうひとつはイノベーション・エコシステムの原型をつ
くれたことです。バックキャスティングに基づく研究、ベ
ンチャー企業の立ち上げやベンチャーキャピタルの活用、
知財戦略などが9年間で形づくられ、次世代にバトンタッ
チできるところまで来ました。川崎市が目指す方向にも
一致しています。次のフェーズは海外展開です。そのた
めにCOINS内での英語の公用語化への努力やインキュ
ベーション事業など仕掛けをつくっているところです。

片岡： 松田VLが当初から言われていたベンチャー創出に必要な
3つのP（platform、patent、paper）はある程度達成でき
ました。もうひとつ大事なP、people（人材）が育ったの
も成果です。若い人にビジョンやミッションを策定して
共有するという研究開発のあり方、アンダーワンルーフ
といった、ロングレンジで革新的なことを考える方法を
教えることができたと思います。COIはみんなにとって
マインドセットを変える良い機会でした。

松田：「体内病院」実現に向けて、8年強で論文発表、ベンチャー
創出やベンチャーキャピタルからの資金調達などが進ん
で、基盤がしっかりできてきました。COINSの成果が川
崎の産業発展につながってほしいですね。

木村：イノベーションのパブリック・アクセプタンスです。日
本科学未来館とのコラボのアンケートで「体内病院」がで
きたら使いますかと質問しましたが、日本人は新しい技
術の利用に慎重な人が多いと感じました。科学や技術の
リテラシーを高め、「体内病院」にも受容してもらえるた
めの仕掛けをつくっていくことが大事ですね。

片岡： コロナ禍の今、科学技術に関心が高まり、期待も大きく
なっていますし、インターネットのおかげでみんなが情
報にアクセスできる。研究者は研究が社会にどう役立つ
か、リスクは何かを発信していかないといけないですね。

松田： COINSのみなさんには、ありたい姿、ゴールに執着して
ほしいし、そのための環境整備をしてほしい。そこに国
が主導する長い期間のプロジェクトの意義があります。2

■ 体内病院の普及の課題、突破口として鍵になるのは何ですか。

■ 新型コロナウイルス感染症のパンデミックに関して、
COINSでの研究や社会への影響をどう見ていますか。
ポストコロナ時代に大切なものは何でしょうか。

■ ご自身のこれからの抱負を教えてください。

■ 「体内病院」が実現したら、使いますか。

（ 聞き手：サイエンスライター  小島あゆみ）

■ みなさんからCOINSのメンバーや日本の研究者への
エールをお願いします。

COINSのその先へ。次世代の研究
者たちにバトンを渡し、背中を押す

■ 4つのPが示すCOINSの研究開発成果
（2021年9月末までの実績）
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iCONMで活動する
研修生フリートーク

COINSプロジェクト9年間の歩み
　重化学工業がけん引した京浜工業地帯に新産業を創出しようとの考えを背景に、川崎市では2011年に国際戦略総合特区の指定を受けた
川崎殿町キングスカイフロント地区（KSF）において世界最高水準の研究開発拠点の形成に取り組むこととなった。
　2013年に「スマートライフケア社会への変革を先導するものづくりオープンイノベーション拠点」として始動したCOINSプロジェクトは、そ
の地で2015年に運用を開始したナノ医療イノベーションセンター（iCONM） を中核機関として「ナノマシン」や「ナノバイオデバイス」など
のナノテクノロジーを統合し、診断治療する「体内病院」のビジョンを掲げ、医療にかかる手間やコスト、アクセスを意識することなく、病気
や治療から開放され、日常生活の中で自律的に健康を手にすることができる「スマートライフケア社会」の実現を目指している。

同時代年表
■ 赤崎 勇氏／天野 浩氏／
中村 修二氏　
ノーベル物理学賞受賞

■ 大村 智氏　
ノーベル生理学・医学賞受賞

■ 大隈 良典氏　
ノーベル生理学・医学賞受賞

■ 本庶 佑 氏　
ノーベル生理学・
医学賞受賞

■ 吉野 彰氏　
ノーベル化学賞受賞

■ 真鍋 淑郎氏
ノーベル物理学賞受賞

COVID-19 
パンデミック

東京2020
オリンピック・
パラリンピック開催 多摩川スカイブリッジ完成

SDGs GOAL

■ 梶田 隆章 氏
ノーベル物理学賞受賞

フェーズ１《黎明期》 フェーズ2《成長期》 フェーズ3《飛躍期》 
体
内
病
院
完
成

施設と組織をゼロから設計 研究開発の進展 社会実装とポストCOIに向けて
ビジョン・ミッション・諸規定の策定
ポスドク・研修生等の受け入れ
競争的資金の獲得／川崎市からの借入金

特定細胞を 撃つ
体内バリアを 超える
老化・外敵から 防ぐ
体内微小環境を 診る
負担をかけずに 治す
社会を 変える

■ 2013年11月
 COINS始動

■ 2015年4月
iCONM運用開始

■ 2022年～
インキュベーションラボ稼働

■ 体内病院研究の進化

■ 2019年4月ボストン・
 LabCentral に進出

■ 2019年4月
ポストCOI準備室設立

■ 2020年6月
米国BioLabs社とMOC締結■ 若手・グローバル研究者

とのラボミーティング

知財体制整備／ネットワーク拡大
若手・グローバル人材の採用
企業との共同研究費／ベンチャー資金調達
／クラウドファンディング

インキュベーション事業の立ち上げ
ダイバーシティとインクルージョン推進
知財収入の一部循環／川崎市の継続的支援

COIプログラム
第一回中間評価

A獲得

COIプログラム
第二回中間評価

S+獲得

第3回
日本オープン

イノベーション大賞
「選考委員会特別賞」 

受賞
2021年2月

社会全体が自律的
に健康になってい
くスマートライフ
ケア社会の実現

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2045

2020年の第7回シンポジ
ウムは、新型コロナウィルス
感染拡大のためZoomを活
用した開催となった

■キックオフ
スマートライフケア社会
への変革に向けたオープ
ンイノベーションの実現

■ 第2回
スマートヘルスケアを
実現するイノベーション
の最前線

■ 第1回
スマートライフケア社会
を紡ぐ先端テクノロジー
と社会実装

■ 第3回
スマートライフケアに向
けて　ー川崎発医療イ
ノベーションの挑戦ー

■ 第4回
ナノテク→体内病院→
スマートライフ－未来医
療はナノマシンが創る－

■ 第5回
夢を形に！ 体内病院
－川崎ベンチャーズ
が創る未来医療ー

■ 第6回
世界に橋を架ける
キングスカイフロント

■ 第7回
小さく寄り添い大きく守
る、未来の医療はすぐ
そこに

■ 第8回
シックケアからヘルス
ケアへ、体内病院が創
る未来の社会

がんの再発・転移を大幅に抑える

脳に薬が自由に届くようにする

運動・感覚器官の再生技術を確立する

負担なく正確な予防診断技術を確立する

入院不要、日帰り治療を普及する
新ベンチャーにより医薬・医療のビジネスモデルを変革する

サブテーマ1

サブテーマ2

サブテーマ3

サブテーマ4

サブテーマ5

サブテーマ6

●2015年
株式会社ブレイゾン・セラピューティクス
アキュルナ株式会社

●2018 年
株式会社イクストリーム

●2020年
ソニア・セラピューティクス株式会社
株式会社イクスフロー

●2021年
株式会社PrimRNA
Red Arrow Therapeutics 株式会社
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▶COINSシンポジウムのあゆみ

▶設立ベンチャー企業

体内病院【機能】 COINS【ミッション】
 がん　 抗がん剤搭載ナノマシン …………………  臨床試験
 がん　 核酸医薬搭載ナノマシン …………………  臨床試験
 がん　 ホウ素中性子捕捉治療 (BNCT) …………  非臨床試験
 がん　 音響力学的療法 (SDT) ……………………  臨床試験（予定）
アルツハイマー病　脳内送達用ナノマシン ………  非臨床試験
脳脊髄機能　mRNAによる機能の再生 ………… 非臨床試験（予定）
 軟骨疾患　mRNAによる再生医療 ………………  非臨床試験
 ワクチン　アジュバントフリーmRNAワクチン  非臨床試験
 がん診断　迅速診断デバイスの開発 ………………  製品化（予定）
 糖尿病　貼るだけ人工膵臓 …………………………  探索的臨床試験（予定）

抗がん剤搭載ナノマシン

可搬型迅速診断システム mRNAワクチン

核酸医薬搭載ナノマシン

進行中の主なテーマ（2021年 9月現在）

フェーズ１（計23機関） フェーズ２（計27機関） フェーズ３（計29機関） 2021年9月現在27機関
＊アキュルナ㈱はナノキャリア㈱に
吸収合併（2020年9月）

iCONMで活動
COINS脱退
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設立時  を振り返ってCOINSの
関係者に

聞く

町のキングスカイフロントに初めて足を
運んだのは２０１０年のこと。翌年に稼

働開始を控えた実中研だけがデンと屹立し、
他は完全な空き地。空がとても広く見えたこ
とを記憶しています。あれから１１年。多くの
企業や研究機関が集積して着実にコミュニ
ティが形成されつつあり、悲願でもあった多
摩川の連絡橋が完成しようとしている今、ま
さしく隔世の感があります。
　この地に新たな異分野融合型研究拠点
の立ち上げを提案しようと、片岡先生や木
村先生と準備を始めたのは２０１２年の冬。
片岡先生が主導される提案書づくりに欠か

せないのが、コンセプト固めに向けて夜中ま
で続くディスカッションです。東大だけでなく
他大学の先生、自治体の方も幅広く参加し、
クロスセクターで議論して提案内容を研ぎ澄
ませていきます。このプロセスを経ることでビ
ジョンが関係者に自然と共有され、一体感
が醸成されます。現在も目標となっている「体
内病院」という言葉も、コンセプトを煎じつめ
ていく議論の中からフッと降りてきた言葉です。
医療の将来像を語り合った、設立当時の熱
い思いを忘れることなく、今後も体内病院の
実現やイノベーションエコシステムの構築に
取り組んで参りたいと思います。

前だけでいいから、ちょっと手伝って」
と川崎市から頼まれ、“ちょっと”のは

ずが、未だに居座り続けています。
  「ものづくりナノ医療イノベーションセンター
（当初名称）＝写真」の建設、研究所の開
設は、私にとっては“転職”のようでした。建
設工事に対応しながら、研究機関申請、ｅ-
ＲＡＤ手続き、規定類作成、不動産取引など、
あらゆることが初めてずくめ。電話やインター
ネット開設にも手こずり、準備室メンバー内
では、「オープンに間に合わない」と気を揉む
ことも度々でしたが、前日ようやく開通、安
堵したことを憶えています。

　中小企業支援“専業”の財団がこうして無
事、開設できたのは、文部科学省、ＪＳＴ、
川崎市、連携大学、国立がん研究センター、
ＫＩＳＴＥＣ、実験動物中央研究所の皆様か
らの、ご助言、ご指導の賜物です。この場
をお借りして御礼申し上げます。
　怒涛の如く１０年、ｉＣＯＮＭは、ＣＯＩＮＳ
プロジェクトの中核拠点として、日本を代表
するナノ医療の研究所として、そして、キン
グスカイフロントの象徴的存在となりました。
　本事業に微力ながら携われた経験は、こ
の上ない誇りです。いつまで居座れるかわか
りませんが、２０４５年を待たず「体内病院」

実現の歴史的瞬間に、立ち会える日を楽し
みにしています。

ＯＩＮＳプロジェクトも、最終年度を迎
えました。開始当時、川崎市職員と

して、キングスカイフロント整備に関わったも
のとしても、長い道のりでした。
　１９８９年のベルリンの壁崩壊によりはじ
まったグローバリゼーションは、日本にも、バ
ブル経済の崩壊、長期停滞という深刻な影
響を与え、川崎にも、重厚長大産業などか
らの転換が促されました。
　殿町にあったいすゞ 自動車も他の地へ移転
し、２００１年には、その跡地半分がUR都
市機構へ売却されました。２００３年には、
国において羽田空港の再拡張国際化方針
が出され、残り半分のいすゞ の跡地もヨドバ

シカメラへ売却され、これがキングスカイフロ
ントの整備のはじまりです。
　２００８年には、川崎市が関係者と協議を
進め、環境、健康・福祉・医療などの分野
における先端技術や研究開発機能の集積を
目指す方針が決まりました。
　この頃、臨海部に立地する企業から東京
大学の片岡一則先生と共同研究をしている
という情報が入ってきました。その後、片岡
先生と木村廣道先生にもお会いし、川崎で
世界に誇る取組をしようと確認し、これがナ
ノ医療イノベーションセンター（iＣＯＮＭ）がで
きる端緒となりました。
　２０１１年、東日本大震災が発生。同年、

キングスカイフロント初の施設である実験動
物中央研究所が運営を開始して、国の特区
の指定もなされました。
　2013年に、国と市の支援を受け、iＣＯ
ＮＭ建設が進み、研究費獲得に向け「ＣＯＩ 
ＳＴＲＥＡＭ」に応募しました。申請にあたっ
ては、関係の各先生方が徹夜で議論を行い、
安西智宏先生に取りまとめていただき、見
事、同年１０月に採択されました。これにより
２０１５年４月、iＣＯＮＭは、「体内病院」とい
うビジョンを掲げ、運営を開始しました。
　この間、本当に多くの皆さんのご尽力、
ご協力の下、今があることを心から感謝致し
ます。　　　

C

「名

のプロジェクトの話を聞いたときに、
通常の研究と異なり、あまりにも壮

大で、自分の手に負えるものではないと感
じました。
　とはいえ、片岡先生とは１９９５年から共
同研究を継続しており、自分にできることは、
国立がん研究センターとしてどのような貢献
できるか考えることでした。
　加えて、自分のテーマをどうするかというこ
とでした。このプロジェクトの前から抗がん
剤内包ミセルの治験につき、責任企業のナ
ノキャリア株式会社と日本化薬株式会社お
よび濱口哲弥先生（現埼玉医大教授）とタッ

グを組んで推進していました。
　その路線を引き継ぐことが自分の責任であ
ると思いました。自分固有のテーマについて
は、３５年以上前のＥＰＲ効果の研究が起
点ですが、高分子タンパク、特にIgGは自
然にがんに集まるということと、ＥＰＲ効果に
必須の腫瘍血管透過性亢進はがんによる
血液凝固亢進の副産物としての血管透過
性亢進因子の産生に基づくことを明らかにし
ていました。
　このような背景から、私たちが樹立した外
因系凝固のトリガー分子であるＴｉｓｓｕｅ　ｆａｃｔｏｒ
（ＴＦ）抗体を選び、それをミセル表面に付加

し、ミセル製剤のパイロット分子として役に
立てるということを思い立ちました。ナノキャ
リアとの共同開発として、主に高島大輝先
生（現国立がん研究センターＥＰＯＣ新薬開
発分野ユニット長）が中心となり、安永正浩
先生（同センターＥＰＯＣ新薬開発分野、分
野長）や古賀宣勝先生（同センターＥＰＯＣ、
研究企画推進部門長）のサポートで抗ＴＦ抗
体付加ミセルナノ粒子の作製に成功しまし
た。今後本剤をプロトタイプとして、さらに
進化した複合体が創生されることを期待して
います。

殿

こ

三浦 淳 松村 保広
MIURA, Atsushi MATSUMURA, Yasuhiro

公益財団法人川崎市産業振興財団
理事長

国立がん研究センター研究所免疫創薬部門　客員研究員
株式会社凜研究所　研究担当取締役
ナノ医療イノベーションセンター　ラボ長／主幹研究員

前職川崎市副市長時代からキングスカイフロントの
整備に携わっています。

川崎から世界に誇る取り組みを

「体内病院」が生まれた日
ナノ医療イノベーションセンターの開設準備から管理
運営に携わっています。

COINSではサブテーマ６で研究成果の社会実装に
取り組み、アカデミア発シーズの世界への発信をライ
フワークとしています。

がん特異性に注力した抗体の樹立と臨床応用をめざ
す研究に従事しています。

櫻井 亨 ナノ医療イノベーションセンター
管理部長

工学系マテリアルと生物系マテリアルの
融合をめざして

iCONM開設準備から怒涛の10年

安西 智宏
ANZAI, TomohiroSAKURAI, Toru

ナノ医療イノベーションセンター　主幹研究員
COINS サブテーマ６リーダー

ものづくりナノ医療イノベーションセンター（当初名称）建設風景

現在 iＣＯＮＭが立地する場所、羽田空港を望む（１３年３月撮影）
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Kariko 先生の研究メンバーと（2015年3月）

創り  上げたものCOINSの
関係者に

聞く

々のサブテーマ２では、体内病院実現
に向けたナノマシン開発の中で、『越

える』をキーワードとして、脳神経系疾患の
革新的治療技術の開発を進めてきました。
脳は高度に発達したバリア(血液脳関門: ＢＢ
Ｂ)に守られているため、生理活性物質の送
達が困難です。そのため高齢化社会では脳
神経系疾患の有病率が高い一方で、効果
的な治療アプローチが見出されていません。  
　そうした中で本研究グループでは、ＢＢＢを
『越える』ナノマシンとして、精密設計し生
体内での安全性が担保された高分子を構成
分子とし、さらに表層にグルコース分子を搭

載した「ＢＢＢ通過型ナノマシン」を開発しま
した。本ナノマシンは、ＢＢＢを構築する脳
血管内皮細胞に局在し、血糖濃度に応じ
て局在箇所が変化するグルコーストランス
ポーター1を適切に認識し、血糖濃度変化
に応答してＢＢＢを通過します。この「ＢＢＢ
通過型ナノマシン」をプラットフォームとして、
多種多様なモダリティーを脳内に送達するこ
とに成功しました。例えば核酸医薬を脳内
に送達し、標的とするタンパク質の発現を
効率的に抑制することに成功し、また翻訳
後過程の制御が可能な抗体医薬について
は、アルツハイマー型認知症モデルマウス

を用いて、ＢＢＢ通過型ナノマシンを活用す
ることで、抗体単独で投与した場合と比べ１
／１０ の投与量で同等の治療効果を得るこ
とに成功しました。  
　研究以外にも、多くのアウトリーチ活動に
も参加させていただきました。中でも印象に
残っているのが、日本科学未来館で実施し
たトークセッションがあります。当日は最先端
科学技術に興味を持つ方々から、我々のナ
ノマシンに対する大きな期待や不安の声を直
に伺うことができました。そこで頂いたコメン
トは、今後の研究活動を進めていく上で大き
なモチベーションとなっています。  

酸デリバリーの研究をはじめたのは
２０００年４月です。医薬としての核酸

を学ぶにつれ、万能薬に成り得る優れたポ
テンシャルに魅力と可能性を感じました。　
　一番の課題は「デリバリー技術」と言われ
ていることから、自分の研究の重要性を感じ
研究に注力してきました。
　一方で、研究開発費に比して核酸医薬
の実用化が進まないことから、２０１０年頃は
机上の万能薬という感がありました。
　しかしながら、その状況もこの数年で大き
く変わり、毎年のように新たな核酸医薬が承
認されるようになりました。これは、デリバリー

技術の進歩に加え、核酸化学、細胞生物
学、および評価技術の融合的発展に依るも
のと言えます。
　この流れの中で、ＣＯＩＮＳ発核酸医薬搭
載ナノマシンの研究開発が進み、がん治療
に向けた臨床試験がはじまったことは、私の
研究人生の中で大きな一歩です。
　この進展は、ＣＯＩＮＳが融合的研究を推
進したことに加え、企業とのオープンイノベー
ションを実践するプロジェクトであったからだと
思います。
　今回の成果は大きな一歩であると同時に
最初の一歩です。核酸デリバリーにはまだ

課題が山積みです。真の万能薬の実現を目
指して、ラボメンバーと一緒にさらなる研究
に取り組みます。

核

我

様ご存じのように、COINSの前にも、
片岡先生を中心にナノバイオ拠点、

Firstなど大きなプロジェクトが続いていまし
たから、私のような古参メンバーは、いつか
らがCOINSだったか、むしろ意識が希薄な
ところがあります。
　2013年の第１回全体会議の資料を見返
してみると、もちろんmRNAの文字は既に
見えますが、隣にpDNAを用いた動物実験
の図も出ていたりして、いかにCOINSが長
いプログラムであったか実感させられます。
Modernaの設立が2010年であるように、
mRNA創薬はまだ非常に若い分野ですが、

これと軌を一にして私自身mRNAに関わって
くることができたのは大変幸せなことで、その
ままCOINSでの成果とも重なります。

COINSではサブテーマ３として運動感覚
器再生に取り組ませていただきましたが、奇
しくもこの春から、我が国初のmRNA医薬
実用化を目指した関節軟骨治療のプロジェク
トがスタートしました。もちろん全てが初めて
の試みで、紆余曲折が予想されますが、
COINSで培った経験やネットワークは、こ
れからも大きな資産となります。
　さらにワクチンや多くの疾患への適応を目
指した研究開発はまさにこれからで、多くの

研究者・企業の方 と々協力して、一歩一歩
前へ進んでいきたいと考えています。

ＯＩＮＳスタート時は次々に求められる
課題に対応するのに精一杯でしたが、

２０１５年４月のiCONMの運用開始により、
アンダーワンルーフとビジョンからのバック
キャスティングが機能しはじめました。
　立ち上げは繁忙を極めましたが、ＣＯＩＮＳ
の中核にふさわしいiＣＯＮＭを設計すれば良
いと考え、体内病院の実現を目指すＣＯＩＮ
Ｓを進めながら、世界で最もイノベーティブ
な拠点を目指すと定めたビジョンからバック
キャストすれば、イノベーション・プラットフォー
ムができるはずだと思い進めました。
　組織、人材、運営などすべてがゼロから

の挑戦でしたが、民間企業で実績のあるメ
ンバーが加わり、「研究推進⇒知財戦略⇒
論文発表⇒広報戦略⇒事業化機会」の循
環が回りだしました。既存の大学や研究機
関と一線を画すユニークなイノベーション・プ
ラットフォームが構築できたと自負しています。
　私が誇りに思うのは、ＣＯＩＮＳ参画機関・
構成員との信頼関係であり、それを可能に
した研究推進機構・財団のチームです。し
かし、環境は変化します。新たな課題に対
応していく中で、変化に適応できる強靭さを
持ち続けていってほしいと思います。

C

皆

宮田 完二郎
MIYATA, Kanjiro

東京大学大学院工学系研究科　マテリアル工学専攻　准教授
COINS サブテーマ１リーダー

がんを「撃つ」ナノマシンの研究開発に従事。特
に力を入れているのは遺伝子 / 核酸医薬搭載ナノ
マシンに関する研究です。

『机上の万能薬』を現実へ

ユニークなイノベーション・
プラットフォームを構築

精密設計・合成した高分子をビルディングブロック
とするスマートナノマシンを開発し、脳神経系疾患
の革新的診断・治療技術へと展開することを目指
しています。

ＣＯＩＮＳ研究推進統括としてＰＬ、ＲＬを支えています。
ｉＣＯＮＭ運用開始から副センター長を務めています。

BioNTech本社前で今話題のKarikó Katalin先生
（中央）筆者（右側）

安楽 泰孝 東京大学大学院工学系研究科　バイオエンジニアリング専攻　特任准教授
COINSサブテーマ２リーダー

東大マテリアル宮田研のメンバー

位髙 啓史
 ITAKA, Keiji

東京医科歯科大学　生体材料工学研究所　生体材料機能医学分野　教授
ナノ医療イノベーションセンター　ラボ長／主幹研究員
COINS サブテーマ３リーダー

mRNA医薬・mRNAワクチンの将来を信じて

血液脳関門を超えた先に
見えてきた明るい未来

日本オープンイノベーション大賞を掲げる、COINS 事務局の鈴木
真由子さんと

岩崎 廣和
ANRAKU, Yasutaka IWASAKI, Hirokazu

ナノ医療イノベーションセンター
副センター長
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コロナ禍でもしっかり研究を進めています

創り  上げたものCOINSの
関係者に

聞く

０１５年４月、私は東京大学大学院工
学系研究科マテリアル工学専攻の片

岡研究室から、喜納先生、持田先生、劉さ
ん、Wuさんと共にiCOMNに移って来ました。
　引っ越しの段ボール箱を開けたり、実験機
器をインストールしたり、たくさんの実験室を
整える必要がありました。
　iＣＯＮＭで最初の実験を開始するまでに６
か月かかりましたが、それ以来ＣＯＩＮＳの研究
プロジェクトは絶え間なくエスカレートしてトップ
に到達しました。
　私は当センターを訪れる多くの世界的に有
名な研究者にお会いする機会に恵まれました。

　そして、iＣＯＮＭの国際的レベルの研究
施設と最先端の科学研究に対する彼らの高
い評価と認識を目の当たりにしました。 
　また、世界中から多くの研修生もiＣＯＮＭ
に来て、革新的な研究を体験しました。ここ
で触れておきたいのは、COINSの革新的な
研究の強みは、多様な研究および地理的背
景を持つ研究者によって提供された、その学
際的な性質にあるということです。
　私はiＣＯＮＭを卓越したグローバルリサー
チハブにするという私たちの使命が達成され
ていることに満足をしています。次の目標は、
iＣＯＮＭを世界を先導する研究センターのひ

とつにすることです。

０１７年内資系製薬企業を退職後ア
キュルナに入社し、核酸医薬品の

研究開発でiＣＯＮＭとの共同研究に参画し
ました。特に国内ではまだまだ珍しかった
mRNA創薬という全く新しい分野について
は殆ど知識がなく、手探りで研究を始めまし
たが、途中で前社時代の仲間を研究陣に
加え、何とかその最先端をキャッチアップで
きる体制を整えました。人類がＣＯＶＩＤ-19
の大流行と言う未曽有の危機を迎える中、
mRNAワクチンは開発期間１年未満と言う
驚異の速度で承認され、新規モダリティと
して開花し、国内でもmRNA医薬に関心

が高まっています。
　アキュルナのCEOとしてEXITに悩む中、
ナノキャリアの松山CEOからM＆Aのオ
ファーを受け、２０２０年9月に吸収合併され
再度CSOに就任しました。ベンチャー業界
に進んで４年半、薬として「創り上げたもの」
は未だありませんが、社長交代後の新ナノ
キャリアで新たな企業価値を「創り上げる」
真っ只中にいます。mRNA医薬候補を自
社でどこまで進め、製薬企業に何時渡して
薬に創り上げることができるかがこの後大き
な焦点になります。一人の研究者個人とし
てはmRNAワクチンを投与された後はミクロ

の決死圏の如く体内でmRNAが免疫を活
性化する姿を一人想像しています。2

2

レイゾンは、ＣＯＩＮＳの研究成果の社
会実装化の受け皿として、２０１５年

木村先生が率いるＦＴＩが発起人となり、設
立されました。脳中枢神経系疾患の治療薬
の開発における重要な課題を解決する「脳
へ薬を効率的に届ける薬物送達技術」の社
会実装化に挑戦しています。
　２０１７年に経営を引き継いだ時は私一人
だけの会社でした。当初は、組織的にまだ
研究能力がなく、片岡先生をはじめ、安楽
先生、岩崎さん、福島さんらの多大なご協
力を頂きながら、一人で右往左往していた時
代がありましたが、2018年からこの社会課

題にイノベーションを起こすべく、志をともに
してくれる仲間が集い研究員が増え、片岡
先生、安楽先生と大いなるディスカッション
を進めながら、自社での研究を進めることが
できるようになりました。
　２０１９年にはiＣＯＮＭ内に自社ラボを開設
し、ボストンにもラボができ、メンバー一丸と
なって研究を加速化し、ＣＯＩＮＳの成果を私
たちが社会の希望へとつなげていく循環を
担っていると感じます。
　私たちは、世界中の製薬会社から上市さ
れる脳中枢神経系疾患の治療薬には、必
ずブレイゾンの技術が生かされている、そん

な会社になりたいと考えています。

０１４年にＣＯＩＮＳのメンバーとなり、
２０１５年iＣＯＮＭが竣工し、拠点が

東京大学からiＣＯＮＭに移った時は立ち上げ
メンバーとして携わりました。そして今に至り
ＣＯＩＮＳプロジェクトの最終年度を迎えました。
　できたばかりのiＣＯＮＭは何もなくゼロか
らのスタートで、引っ越し作業と新しい職場
の整備と通常業務をこなし、大忙しでした。
経理業務を任され、まず中核機関の川崎
市産業振興財団の規則を覚えて、iＣＯＮ
Ｍ用の業務フローをつくっていかなければい
けませんでした。それに加え、購買システム
がなく大量の伝票はデータ化されず、予算

執行管理が非常に非効率で、正確な経理
報告が困難な状況でした。
　そこで大変な状況を説明し、システム化
を提案しました。
　発注・納品・支払い・予算管理が一括
管理できるシステム構築の話が進み、財団
本部とiＣＯＮＭで何度も意見交換をして
２０２０年度に待望の購買システムが本格稼
働となりました。これにより研究者たちは試
薬などの発注状況を確認することができるよ
うになり、またＣＯＩＮＳの経理報告書は正
確で迅速に作成できるようになりました。み
んなで協力して取り組んだ実績として、今後

につなげていきたいと思います。2

ブ

秋永 士朗 戸須 眞理子
AKINAGA, Shiro TOSU, Mariko

ナノキャリア株式会社
取締役・研究開発本部長・ＣＳＯ

株式会社ブレイゾン・セラピューティクス
取締役会長

ライフワークは新薬の創製、中でも創薬段階からヒ
トでの POC 取得までのトランスレーショナルリサー
チが専門。創薬に於ける“死の谷”を何度も超え
て来た経験を有しています。

大手製薬企業にはできない
ベンチャー企業独自の創薬

ゼロからのスタート
～そこから創り上げるやりがい

脳腫瘍の治療のためのNanomedicine の研究
をしています。

iＣＯＮＭの立ち上げメンバー。ＣＯＩＮＳでは経理を中
心にプロジェクトに携わってきました。

世界中の脳の難病で苦しんでいる方々の治療薬開
発に新しい扉を開くべく、社員一丸となり立ち向かっ
ています。脳中枢神経系疾患の治療にパラダイム
シフトを起こします。

Quader,Sabina ナノ医療イノベーションセンター
片岡・喜納ラボ　主任研究員

新旧メンバーが力を合わせて創り上げます

私たちの研究の強み～多様性・平等・一体性

脳中枢神経系疾患治療薬分野の
インテルを目指して

iCONMのグローバルリサーチハブ化を目撃する

研究費を管理している経理レディース

横山 美弥子
YOKOYAMA, Miyako

ナノ医療イノベーションセンター
管理部経理　秘書・COINS事務局
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未来に  描くものCOINSの
関係者に

聞く

内病院という壮大なコンセプトを掲
げ、 約１０年間走ってきたＣＯＩＮＳプ

ロジェクトがいよいよ最終年度を迎えました。
私は、サブテーマ５のリーダーとして「ナノマ
シンと医療機器の融合」に関する研究開発
に従事し、イメージングによる病理診断
(２０１６年NatNanotech誌)や液体のりで
がん治療(２０２０年SciAdv誌)等の社会的
インパクトを与える研究成果を上げ、ホウ素
中性子捕捉治療(ＳＤＴ)や村垣先生の音響
化学治療(ＳＤＴ)の研究を社会実装に向け
て進めることができました。
　これは一重にサブテーマ5関係者の皆様

のご尽力の賜物であり、サブテーマリーダー
としてあらためて感謝の意を表したいと思い
ます。
　ＣＯＩＮＳはもうすぐ終了しますが、体内病
院は２０４５年の実現を目指しており、あと２４
年、我々は全力で走り続けていきます。今か
ら２４年前、私はｉＣＯＮＭ片岡一則センター
長の主宰する研究室の大学院生で抗がん
剤内包ミセルの研究で博士号を取得しました。
　その成果のひとつがナノキャリア(株)で第
２相治験中のＮＣ－６００４です。私にとって
社会実装とは、長年の夢であり、研究者と
して果たすべき責務であると感じています。

　過去２４年間、医療の分野では再生医
療、遺伝子治療、核酸医薬などが実用化
され、ウェアラブルデバイス、ＡＩによる診断
支援など、さまざまな技術革新があり、我々
の生活に大きな変化をもたらしています。
　これからの２４年で、我々はナノマシンによ
る診断・治療を一歩一歩、着実に社会実
装へと繋げ、体内病院を実現したいと思っ
ています。「Nothing is impossible」「夢
なき者に成功なし」。ＣＯＩＮＳが終了するこ
の節目において、思いを新たに、同じ志を
持つ仲間とともに、大いなる夢に向かって
邁進していきたいと思います。

ＯＩＮＳが目指す未来の医療「体内病
院」。ミクロ化した潜航艇に医療チー

ムが乗り込み、体内から治療するという斬新
なアイデアが１９６０年代のSF映画『ミクロの
決死圏』で描かれ、50年後の今、COINS
が研究開発を推進するナノ医療技術により、
その世界観が現実に近づいています。がん
の治療を行うナノマシンは実用化の1歩手前
に来ており、血液1滴でがんを検出するナノ
診断デバイスの研究開発も進んでいます。 
　一方、人工知能（ＡＩ）が人類の知能を超え
るシンギュラリティ（技術的特異点）の到来を
提唱する未来学者レイ・カーツワイル氏は、ＡＩ

とナノマシンの融合により、体内に入り込んで
病気の治療や、遺伝子の修復を行い、健康
管理ができる極小の分子機械が2030年代
に実現すると予測しています。
　ＣＯＩＮＳで開発してきたナノマシンやナノ診
断デバイスは、今後、ＡＩやデータ科学と結び
つき、飛躍的に賢い機能を果たすようになる
でしょう。10年後の未来において「シックケア
からヘルスケアへ」という大いなる意識変革、
すなわち、ヘルスケアトランスフォーメーション
をもたらすことも期待されます。そもそも
health の語源は heal+th、すなわち癒やす
こと。つまり、ヘルスケアには、単に心身の

健康を維持するという意味だけでなく、体の
中で日々生じる異常の芽を見つけて、状態を
元どおりにする行為も含まれます。私は
COINSで開発してきたナノ医療技術は、シッ
クケアに留まらず、いわゆる予防医療を可能
にする高度なヘルスケアを実現するポテンシャ
ルを持っていると信じています。
　ヘルスケアテクノロジーの開発には多数の
市民の参加（participatory）が不可欠と言わ
れています。自治体や地域社会との連携を深
め、市民参加型の研究開発環境を整えながら、
新しいヘルスケア技術、健康・医療産業の創
出を目指す輪を広げていきたいと考えています。

C

体

来の健康社会の鍵となる予防医療の
発展のためには、ＣＯＩＮＳが目指す「体

内病院」コンセプトを実現するための技術開
発に加えて、健康福祉行政の担い手である
直接自治体が中心となり、市民と共に実施・
検証していくプロセスが不可欠です。すなわ
ち、狭義の体内病院システムの構築だけでは
なく、行政・規制当局との対話や市民とのコ
ミュニケーション手段も整備し、ＣＯＩＮＳが創
出してきた技術や製品をヘルスケアサービスと
して提供するための社会システムも同時に開
発していく必要があります。
　具体的には、市民の健診情報やレセプト

情報等のヘルスケアデータを利活用していく
ための仕組みの整備、機械学習やナッジなど
の技術に基づく介入施策の開発、実証フィー
ルドでの実証実験を通じたトライアルの実施と
評価・検証、開発したプログラムを市民生活
や市政の一環として定着・継続させていくた
めの制度設計や体制構築を進めていくことが
求められます。
　加えて、昨今の新型コロナウイルス感染症
の拡大で顕在化したように、これまでとは一
線を画する医療提供体制の構築、ステイホー
ム等に伴う高齢者の虚弱（フレイル）や若年
層のメンタルヘルス上の対策、拡大防止に

資するいわゆるニューノーマルな生活様式の
確立が新たな課題となってきています。非常
事態においても市民の健康を守り発展させて
いくための、強靭（レジリエント）な社会を目指
さなければなりません。
　今後はこれらの課題認識や一連の施策を
通じて、「すべての人に健康と福祉を」（ユ
ニバーサル・ヘルス・カバレッジの達成に寄
与）、「質の高い教育をみんなに」（市民啓
発活動やアウトリーチ活動でヘルスケア健康
マインドの醸成と科学・医療リテラシーを向上）
等のＳＤＧｓを追求し、川崎発のウェルネス健
康社会の実現に貢献していきたいと思います。

ＣＯＮＭとの出会いは、国立医薬品
食品衛生研究所の２０１７年から

２０１８年にかけての殿町移転時に開催され
たキングスカイフロントの新年祝賀会だった
のではないかと思います。iＣＯＮＭのＤｒ.Ｓａ
ｂｉｎａ Ｑｕａｄｅｒとの共同研究がきっかけとな
り、ＡＭＥＤの日本-スペイン国際共同研究
プロジェクト開始記念シンポジウムではスペ
インとの外交樹立１５０周年記念セレモニー
にスペインのマドリッドにて参加するという貴
重な機会に恵まれ、その後のnanomedicine
における共著論文出版、がん・幹細胞関
連会議における議論や論文出版へとつなが

りました。
　iＣＯＮＭや国立医薬品食品衛生研究所
への海外研究者の訪問時には、相互の研
究所紹介などで実際の研究現場を深く知る
ことができました。iＣＯＮＭセンター長の片
岡先生はじめiＣＯＮＭの方々には、ＣＯＩＮＳ
セミナーや研究所訪問の際に丁寧に最新の
ナノ医療研究動向を紹介していただくなど大
変お世話になり、感謝申し上げます。
２０２０年以降の新型コロナ感染症の影響に
より、国際的視野による世界規模の問題解
決の重要が増大していますので、多様性を
活かして発展していくことを祈念しております。

 i

未

一木 隆範 仙石 慎太郎
ICHIKI, Takanori SENGOKU, Shintaro

東京大学大学院工学系研究科　マテリアル工学専攻　教授
ナノ医療イノベーションセンター　ラボ長／主幹研究員
ＣＯＩＮＳ サブテーマ４リーダー

東京工業大学　
環境・社会理工学院　教授

予防医療の鍵を握る新しい診断機器、計測技術
の研究開発を行っています。

ＣＯＩＮＳのその先へ
シックケアからヘルスケアへ

国際共同研究により幅広い視野で
医療健康研究の発展を推進

入院不要の日帰り治療の実現を目指して、ナノマシ
ンと医療機器の融合に基づき、イメージングによる
病理診断や切らない手術のための研究開発を行って
います。

医薬品等の安全性予測評価分子ネットワーク研究、
OECD AOP 研究開発、国際共同研究に参画。日
本再生医療学会・日本薬学会 代議員、レギュラトリー
サイエンス学会評議員。

技術経営専門職学位課程・イノベーション科学系に
おいて、技術・イノベーション経営に関する研究教育
に従事しています。COINSには2014年より参画し、
研究開発マネジメントの研究に従事しています。

西山 伸宏 東京工業大学　科学技術創成研究院　教授
ナノ医療イノベーションセンター　ラボ長／主幹研究員
COINS サブテーマ５リーダー

市民参画型のイノベーションプロセスを
川崎において推進

２０４５年 ― 体内病院の実現を目指して

スペイン文科省にて西日の研究者、末松 AMED 初代理事
長（当時）らと（2018 年 11月撮影）

田邊 思帆里
TANABE, Shihori NISHIYAMA, Nobuhiro

国立医薬品食品衛生研究所 安全性生物試験研究センター 
安全性予測評価部 主任研究官
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体内病院に関する意識調査結果

未来に  描くものCOINSの
関係者に

聞く

本科学未来館とｉＣＯＮＭは、体内病
院について市民と対話する機会を

創ってきました。
　２０２０年度に行った体内病院の意識調
査では、疾患の検知から治療を一貫して行
うナノマシン「治療型」と、疾患の検知・
通知を行い治療は医療機関で行う「お知ら
せ型」のどちらを使いたいか尋ねました （右
図）。
　結果、７９％がナノマシンを使いたいと回
答しましたが、内訳をみると「治療型」の
３４％に対して、「お知らせ型」を選んだ人が
４５％にのぼりました。これは最終目的であ

る治療までを包括的に行う体内病院の構想
が目指す未来像と、治療するかどうかは自
分で決めたいと望む市民の価値観のギャッ
プを示す結果です。
　実際の未来は今後の取り組みにより変わ
ります。ｉＣＯＮＭには引き続き、市民と継
続的な対話の場を設け、その場自体を研
究開発のプロセスに組み込む実践をしてほ
しいと思います。科学技術の進展により取
り得る未来の選択肢が増えたいま、新しい
技術を創る側と使う側のギャップを認識して
未来像を更新する実践こそが「ともに創る」
ことだと私は考えています。ｉＣＯＮＭがその

先駆者として、市民とともに創る未来の医
療の“あたりまえ”を切り拓くことを期待して
います。

内病院の実現にあたり、パブリックア
クセプタンスの醸成は必要不可欠で

す。これまでシンポジウムやセミナー等で外
部へ発信すると共に、２０２１年３月には第１
回目となるiＣＯＮＭ市民公開講座を開催しま
した。講座は、体内病院を知らない方にも
分かりやすく私たちの研究を伝えられるよう、
研究者や推進機構、iＣＯＮＭ管理部一丸と
なって完成させました。おかげさまで参加者
の満足度も高く、盛況な会となりました。
　また、社会の皆様だけでなく、ＣＯＩＮＳに
関わる皆様とのコミュニケーションも重要です。
ＣＯＶＩＤ-１９の影響により対面で集まること

は難しくなりましたが、オンラインを利用して、
ワークショップや全体会議等を開催してきまし
た。オンラインの課題もありますが、オンライ
ンだからこそ、より気軽に参加いただけるよう
になったと思っています。
　体内病院のゴールは２０４５年ですが、これ
らの活動にゴールはありません。現在も、そ
して２０４５年以降も継続し、私たちのファン
を増やしたり、チームの一体感を高めたりし
ていきたいです。これからもパブリックアクセ
プタンスを高められるよう、またＣＯＩＮＳに関
わる皆様が体内病院というビジョンに向かっ
て存分に突き進めるよう、全力を尽くします。

体

日

日、畑で育てた紫蘇の苗を自宅に持
ち帰りアパートのベランダで育てていた

ところ、ハダニが住みつき成長が芳しくない
ことに気づきました。畑には害虫を食べてく
れる虫や、適度な湿度が保たれるおかげで
成長が促される一方で、都会のベランダは
場所によっては成長自体が難しいようです。
翻って、スタートアップの様な若手企業の成
長やイノベーションが連続して起こるためにも
適切な環境が必要と言われており、これをイ
ノベーションエコシステムと呼んでいます。特
にバイオテック企業はその特性上、高度な
研究機器や費用等、事業成長に必要な専

門性の高い多様なサポートが必要となります。
しかし、各々の支援を一組織が全て請け負う
ことは容易ではなく、バイオテックのメッカで
ある米国ボストンを見ても、多様なサポート
は多くのエコシステム要員により支えられてい
ます。
　現在私が立ち上げに関わっているインキュ
ベーション事業は、バイオテックスタートアッ
プが研究活動に集中するために必要なラボ
と事業成長支援の整備であり、重要なエコ
システム要員となります。
　上述の通り、エコシステムは私個人がつく
りたいといってできるものではありませんし、

殿町はまだボストンには及びませんが、しか
し、私はここで多くのスタートアップが成長・
成功することを毎夜夢見ています。殿町でス
タートアップという花を咲かせ、好循環を生
み出すための環境へ一歩一歩確実に近づい
ていることを感じています。スタートアップに
関わる人は活気に溢れ、驚くほどのエネル
ギーを生み出します。そのエネルギーが連鎖し
（エナジートランスファー！）、社会を揺るがす
ほどになるのです。それこそが私自身が望む
活気のある街づくりであり、将来あるべき社
会を形づくれる今の仕事に、誇りを感じなが
ら取り組んでいます。

崎市立川崎総合科学高等学校科
学科は、理科・数学における基本

的な概念・原理・法則などについて事象を
探求する過程を通して系統的な理解を深め、
併せて一般的な教養を高め理系難関大学
への進学を目指しており、生徒たちは将来
大学や研究機関で研究職を志す者も大変
多く、日々それぞれの夢に向かって一生懸
命に取り組んでいます。
　そのような環境の中で、毎年科学科の
生徒たちはキングスカイフロントにあるさまざ
まな研究施設で研究機関訪問をさせていた
だいています。この川崎で実際に目の前で

自分たちの夢を実現し最先端の研究を行っ
て成果を挙げ、それによって変わる未来を
イキイキと夏休みを目前にした子どものよう
に熱く楽しみに語る大人（研究職の皆様）
の存在は、何よりも大きな刺激のひとつと
なっています。
　一般的に高校生の年代は、これまでの
学びの中で少しずつ自分に向き合い、能力
や適性を見極めて自己実現に向かっている
途中で、未来に大きな不安を抱えている子
も少なくありません。しかしながら、科学科
の生徒の見学・講演後の笑顔を見れば、
ここから大きく羽ばたいてやろうという気概を

感じずにはいられない貴重な一日となりまし
た。ありがとうございました。川

先

佐竹 麻美 厚見 宙志
SATAKE, Mami ATSUMI, Hiroshi 

ナノ医療イノベーションセンター
ＣＯＩＮＳ研究推進機構支援事務局　研究推進コーディネーター

ナノ医療イノベーションセンター　
ポストCOI 準備室　事業戦略マネージャー

３年前よりＣＯＩＮＳに参画しています。研究推進機
構として、プロジェクトに係る諸手続きの他、イベン
トの企画・運営、広報活動を行っています。

伝えたい！ 体内病院

川崎から未来へ
先端科学技術と社会を結ぶ対話の場をつくって
います。

本校の生徒は毎年研究施設を訪問させていただき，刺激を受けています。

エコシステムの形成、特にインキュベーション事業の立
ち上げに取り組んでいます。

伊達 雄亮 国立研究開発法人科学技術振興機構　日本科学未来館
科学コミュニケーター

より多くの方にわかりやすく伝えられるよう、最近、ナノマシ
ンについてイラストを交えて紹介するコラムを始めました。

自身の未来社会を自らの手で形作る

市民とともに創る未来の“あたりまえ”

生徒３５名と教員４名で見学させていただきました

深澤 有紀子
FUKAZAWA, YukikoDATE, Yusuke 

川崎市立川崎総合科学高等学校
教諭
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活動報告 Activity Report2020年9月～２０21年9月

○2020年9月17日：【受賞】カナダ・ブリティッシュコロンビア大学にてオンライン開催された学
術会議で、iCONM研究員のDaniel Gonzalez Carter 博士が、ポスター発表で第2位を受
賞した。

○9月25日：【活動報告】COINS　オンラインワークショップ2020を開催。
　テーマ：ポストＣＯＶＩＤー１９の時代

○9月27日：【報道】ナノマシンがBSフジ「もしもで考える…なるほど！なっとく塾」で紹介された。
番組名：BSフジ「もしもで考える…なるほど！なっとく塾」タイトル：「もしもミクロの世界に行けた
なら？」

○9月28日：【プレスリリース】「イノベーション・ジャパン2020 ～大学見本市Online」に出展。
本件に関する記事が医薬通信社に掲載された。

○10月1日：【活動報告】 ｉＣＯＮＭは１０月を「コンプライアンス推進月間」と定め、コンプライア
ンス遵守を図るための諸活動を実施した。

○10月12日：【報道】東京医科大学　落合孝広教授が、産学共同COVID-19における新し
い重症化予測因子を同定したと発表した。本件に関する記事が多数メディアに掲載された。

　血液中たんぱく質でコロナ重症化判別　東京医大教授ら | 日本経済新聞
　血液でコロナの重症化を予測　候補物質を特定、東京医大 | 沖縄タイムスプラス | 共同通信 

| 中日新聞 | 河北新聞
　血液でコロナの重症化を予測 | 西日本新聞 | 新潟日報 | 神奈川新聞

○10月16日：【活動報告】 在日インド大使館主催のウェビナーに京都府立医科大学　内田智
士准教授（ｉＣＯＮＭ主幹研究員）が登壇した。テーマは、希少遺伝子性疾患。ナノミセルを用
いるmRNA の患部への安定送達と希少疾病の遺伝子治療について講演した。ウイルスを用い
た送達方式との比較などナノミセルの特長について説明し、未来の医療における希少遺伝子
性疾患の治療法について可能性を示唆した。

○10年21日：【活動報告】厚見宙志さん（iCONMポストCOI準備室事業戦略マネージャー）が、
日本科学未来館のオンラインイベント「【研究を加速！】未来社会をつくる実証実験」に登壇。

○11月4日：【報道】「部分２本鎖ｍＲＮＡでコロナワクチン」と題する京都府立医科大学　内田
智士准教授（ｉＣＯＮＭ主幹研究員）のインタビュー記事が化学工業日報に掲載された。「未来
の医療はすぐそこに～ iCONMの挑戦①」 | 化学工業日報

○11月6日：【活動報告】 COINSセミナー ＃53がWeb開催された。
　講演者：安楽泰孝　東京大学大学院工学系研究科　特任准教授（COINSサブテーマ２リーダー）

演題：「ナノマシンが拓く革新的な脳神経系疾患治療」
本セミナーの内容がメディアに掲載された。 | 日経 Beyond Health

○11月9日：【報道】「がん医療、情報共有が課題」と題する東京女子医科大学　村垣善浩教授、
野田真由美様 (NPO法人支えあう会「α」 副理事長) のインタビュー記事が化学工業日報に
掲載された。「未来の医療はすぐそこに～ iCONMの挑戦②」 | 化学工業日報

○11月9日：【活動報告】  iCONMに勤務する外国人研究員と日本人事務職員との交流イベ
ントをZoomにて開催した。インナーコミュニケーションの活発化を目指したiCONM管理部・
COINS事務局の合同企画という初の試みとなった。

○11月19日：【活動報告】iCONM　片岡一則センター長(COINS研究リーダー )が、テレビ
朝日の「羽鳥慎一モーニングショー」へ生出演し、新型コロナワクチンについてのみならず、
mRNAを用いたがん治療やアルツハイマー治療、軟骨再生医療へのスマートナノマシンの応用
研究についてわかりやすく解説した。本出演に関して複数のメディアで取り上げられた。

　JCASTテレビウォッチ、 Rakuten Infoseek News、 JCC_1、 JCC_2

○11月20日：【活動報告】京都府立医科大学　内田智士准教授（ｉＣＯＮＭ主幹研究員）が、
フジテレビの「とくダネ！」へ生出演し、mRNAを用いた新型コロナワクチン開発について解説。

　その他の出演番組
　11月22日（日）6:00~ TV朝日 「サンデー Live!!」
　11月29日（日）7:30~ フジテレビ 「日曜報道THE PRIME」
　番組出演の記事が複数のメディアで掲載された。
　livedoor NEWS、 excite.ニュース 、 JCC

○11月20日：【活動報告】 COINSセミナー #54がWeb開催された。
　講演者：一木隆範　東京大学大学院工学系研究科　教授（COINSサブテーマ４リーダー）

演題：「ナノバイオデバイス技術の医療・創薬への展開」

○11月20日：【報道】 静岡新聞に「川崎モデル　清水でも」と題してiCONMの櫻井亨管理
部長の講演記事が掲載された。

○11月20日：【報道】YAHOO! JAPAN ニュースに「有効性95％」世界を驚愕させた欧米
のｍRNAワクチン　なぜ日本のワクチン開発は周回遅れなのか」と題する東京医科歯科大学　
位髙啓史教授（COINSサブテーマ3リーダー） のインタビュー記事が掲載された。

○11月24日 ：【報道】化学工業日報に「「体内病院」の実現に支援体制強化」と題する苅谷
遊子さん（iCONM研究支援専門職員）と厚見宙志さん（iCONMポストCOI準備室事業戦
略マネージャー）のインタビュー記事が掲載された。「未来の医療はすぐそこに～ iCONMの挑
戦③」 | 化学工業日報

○11月24日：【活動報告】京都府立医科大学　内田智士准教授（ｉＣＯＮＭ主幹研究員）が、
11/20 ～ 11/24にかけて複数のTV番組へ出演し、mRNAを用いた新型コロナワクチン開発
について解説した。

　出演番組
　11月20日（金）8:00~ フジテレビ 「とくダネ!!」
　11月21日（土）5:30~ TBS 「まるっと!サタデー」
　11月24日（火）7:00~ TBS 「あさチャン!」

○11月25日：【活動報告】 プロジェクトCOINS の新サイトを公開。イノベーション・ジャパン
2020 ～大学見本市Online」にJST 事業成果展示のひとつとして出展したもので、COINS 
のビジョンを分かりやすく 1ページにまとめた新サイト。2045 年の実現を目指す体内病院につ
いて紹介。

○11月25日： 【受賞】安西智宏COINSプロジェクト統括補佐（COINSサブテーマリーダー 6）
が Forbes Japan が発表した2021年版「日本で最も影響力のあるベンチャー投資家ランキン
グ」において第２位となった。

○11月26日： 【報道】日本経済新聞電子版に「mＲＮＡワクチン　遺伝情報巧みに使う　開発
素早く」と題する東京医科歯科大学　位髙啓史教授（COINSサブテーマ3リーダー） のインタ
ビュー記事が掲載された。

○11月30日： 【報道】iＣＯＮＭは、東京大学大学院工学系研究科バイオエンジニアリング専攻
との共同研究により、標的腫瘍組織内の酸性度を利用し、腫瘍選択的に抗がん剤を放出させ
る高分子ナノミセルを開発し、記者説明会を行った。

本件に関する記事がメディアに掲載された。
　脳の悪性がん治療 | 日刊工業新聞
　脳腫瘍の内部で薬を放出 | 日経産業新聞
　「スーパー分子ナノマシン」で悪性脳腫瘍のがん細胞を狙い撃ち | 日経 Beyond Health
　pHに応じ抗がん剤放出 | 化学工業日報
　川崎市臨海部のニュースレター "i-newsletter"

　この研究成果は「Biomaterials」に掲載された。
論文タイトル：Supramolecularly enabled pH- triggered drug action at tumor 
microenvironment potentiates nanomedicine efficacy against glioblastoma

○12月1日： 【活動報告】京都府立医科大学　内田智士准教授（ｉＣＯＮＭ主幹研究員）が、
11/28 ～ 11/30にかけて複数のTV番組へ出演し、mRNAを用いた新型コロナワクチン開発
について解説された。

　出演番組
　11月28日（土）9:30~ ABC 「教えて News Live ～正義のミカタ」
　11月29日（日）7:30~ フジテレビ 「日曜報道THE PRIME」
　11月30日（月）20:59~ BS11 「報道ライブ インサイドOUT」

○12月2日： 【報道】東京医科歯科大学　位髙啓史教授（COINSサブテーマ3リーダー）が、
ｍRNAについて千葉市内で行った講演会の記事が化学工業日報に掲載された。

○12月2日： 【受賞】iCONM　片岡一則センター長(COINS研究リーダー )が、公益財団法人
コーセーコスメトロジー研究財団が今年創設した「コーセーコスメトロジー奨励賞」を受賞した。

○12月2日： 【受賞】 iCONM　片岡一則センター長(COINS研究リーダー )とCOINSのメン
バーである東京医科大学 落谷孝広教授が、Highly Cited Researcherに選ばれた。

○12月3日【報道】： 米国ファイザー社の新型コロナウィルスワクチンが英国で承認されたことに
対する京都府立医科大学　内田智士准教授（ｉＣＯＮＭ主幹研究員）のインタビュー記事が時事
ドットコムに掲載され本件に関する記事が多数メディアに取り上げられた。

　「遺伝情報を活用、初の実用化　開発期間を短縮―ｍＲＮＡワクチン」
　jiji.COM | 時事メディカル | livedoor NEWS | BIGLOBEニュース | YAHOO!ニュース | msn

ニュース | mixiニュース | au WEBポータル国内ニュース | Rakuten Infoseek News

○12月4日： 【活動報告】第7回COINSシンポジウムがWeb開催された。
テーマ：小さく寄り添い大きく守る、未来の医療はすぐそこに

　シンポジウムに関する記事が神奈川新聞に掲載された。

○12月14日： 【活動報告】第2回iCONM×COINS交流イベントをWeb開催した。
　iCONM片岡・喜納ラボ　Theofilus A. Tockary研究員が、出身のインドネシアでも有名なオ

ランウータンについて英語で紹介。発表後は日本語、英語両方で質問や感想が交わされ、短く
も楽しいひとときとなった。

○12月16日： 【活動報告】COINSセミナー #55がWeb開催された。
講演者：松村保広（国立がん研究センター研究所免疫創薬部門　客員研究員）
演題：「DDS 研究を振り返って」

　本セミナーに関する記事が医薬通信社に掲載された。

○12月17日： 【活動報告】ニュースレター『NanoSky Vol.8 ～未来の医療へつなぐ、COINS 
独自のイノベーション・プラットフォーム～』を発行した。

　NanoSky Vol.8発行に関する記事が医薬通信社に掲載された。

○2021年1月8日： 【報道】COINS発ベンチャーのイクストリーム社に関する記事が 1/8付化
学工業日報紙に掲載された。

○1月19日： 【活動報告】第3回iCONM×COINS交流イベントをWeb開催した。
iCONM　Quader, Sabina主任研究員が、出身のバングラディッシュのフルーツについて英語
で紹介し、盛況な会となった。

○1月19日 ： 【報道】iCONMは、東京大学大学院工学系研究科　宮田完二郎准教授（COINS
サブテーマ１リーダー）らとの共同研究により、ユニットポリイオンコンプレックス (uPIC) と呼ば
れる超微小ナノ医薬品を開発した。

　本プレスリリースの内容が複数のメディアで掲載された。
　news-medical.net | headlinesmania.com | 薬事日報 | 科学新聞
　本研究成果は「Journal of Controlled Release」に掲載された。
　 論 文タイトル：Structural tuning of oligonucleotides for enhanced blood circulation 

properties of unit polyion complexes prepared from two-branched poly(ethylene 
glycol)-block-poly(l-lysine)

○1月22日： 【活動報告】第15回COINS全体会議をWｅｂ開催した。

○1月22日： 【活動報告】 iCONMの外国人研究員である Saed Abbasi 研究員が、神奈川県
立多摩高校でmRNA医薬等に関する出前授業を行った。

○1月29日： 【報道】COINSのメンバーである量子科学技術研究開発機構は、「酸化ストレス」
を検出する世界初の量子センサーを開発したと発表した。

　本研究成果は「Analytical Chemistry」に掲載された。
　論文タイトル：Quantum Sensors To Track Total Redox-Status and Oxidative Stress in 

Cells and Tissues Using Electron-Paramagnetic Resonance, Magnetic Resonance 
Imaging, and Optical Imaging

○2月3日： 【報道】スペインのUniversitat Internacional de Catalunya（UIC）とiCONMの
間のオンライン会議が開催され、両者の共同研究を今後も継続することが決まった。

○2月10日： 【報道】川崎市より川崎臨海部PR動画が公開された。キングスカイフロントの中
核機関としてiCONMがクローズアップされている。

　本件に関する記事がメディアに掲載された。 タウンニュース

○2月18日： 【報道】 iＣＯＮＭは、東京大学大学院医学系研究科外科学専攻感覚・運動機能
医学講座・耳鼻咽喉科頭頚部外科　山岨達也教授、松本 有講師の研究グループおよび同
学工学系研究科バイオエンジニアリング専攻オラシオ・カブラル准教授の研究グループとの共同
研究により、がんの発生原因のひとつとして考えられている c-Myc 転写因子の細胞内産生量
に応じて抗がん剤を放出する高分子ナノミセルの開発に成功し、記者説明会を行った。
この研究成果は「ACS Nano」に掲載された。

　 論 文 タ イト ル：Efficacy of pH-Sensitive Nanomedicines in Tumors with Different 
c-MYC Expression Depends on the Intratumoral Activation Profile

○2月22日： 【活動報告】第4回iCONM×COINS交流イベントをWeb開催した。
iＣＯＮＭ片岡・喜納ラボJoachim Van Guyse研究員が出身のベルギーの美味しい食物やビー
ルについて英語で紹介した。

○2月22日： 【活動報告】 COINSセミナー #56がWeb開催された。
講演者：安西智宏 COINSプロジェクト統括補佐（COINSサブテーマ６リーダー）

　演題：「社会実装を加速させるバイオベンチャーのエコシステム」
　本セミナーに関する記事がメディアに掲載された。 医薬通信社

○3月1日： 【報道】 iCONMの中核研究テーマである「ナノ医療」について、主に中高生を対
象として解説する動画を制作した。

　本件に関する記事がメディアに掲載された。 医薬通信社 | タウンニュース
　iCONM Kids動画「ナノワールドへの挑戦」

○3月2日： 【報道】名古屋大学大学院医学系研究科・腫瘍生物学分野　近藤豊教授、田﨑
慶彦大学院生（筆頭著者）らの研究グループは、名古屋市立大学、東京大学、ｉＣＯＮＭ、
がん研究会との共同研究により、タンパク質に翻訳されないRNA（長鎖非翻訳RNA）のうち
TUG1を標的とした治療薬が膵臓がんに対して有効である可能性を発見した。

　本プレスリリースに関する記事が複数のメディアで掲載された。 日経バイオテク | 化学工業日報 
| QLifePro

　この研究成果は「Cancer Research」に掲載された。
　論文タイトル：Cancer-specific targeting of taurine upregulated gene 1 enhances the 

effects of chemotherapy in pancreatic cancer

○3月4日： 【受賞】 COINSが、第３回日本オープンイノベーション大賞 選考委員会特別賞を受
賞した。

　本件に関する記事がメディアに掲載された。 医薬通信社

○3月8日： 【活動報告】第5回iCONM×COINS交流イベントをWeb開催した。
iＣＯＮＭ片岡・喜納ラボのWest Paraiso研究員が「The Monkey ＆ The Turtle」と題して
出身国フィリピンの物語を英語で紹介した。

○3月10日： 【報道】 ：京都府立医科大学　内田智士准教授（ｉＣＯＮＭ主幹研究員）らの研究
グループは、2020年ノーベル化学賞を受賞したCRISPR/Cas9の送達手法を開発し、マウス
脳内での効率的なゲノム編集に成功し、記者説明会を行った。

　本件に関する記事が複数のメディアに掲載された。
日本の研究.com | 医薬通信社 | crisp_bio | Drug TARGET REVIEW | News Medical 
life Sciences | Bio World | 日経バイオテク | 日刊工業新聞 | ニュースイッチ | AZO LIFE 
SCIENCES

　この研究成果は「Journal of Controlled Release」に掲載された。
　論文タイトル：Co-encapsulation of Cas9 mRNA and guide RNA in polyplex micelles 

enables genome editing in mouse brain

○3月14日： 【活動報告】 BS朝日開局20周年記念特番 「人生120年の最新医学～がん・糖
尿病が治る時代へ」に世界のトップドクターとして、iCONM　片岡一則センター長(COINS研
究リーダー )が登場した。

○3月15日： 【活動報告】かわさきFM「かわさきホット☆スタジオ」にて、COINS研究推進機
構の佐竹麻美 ＣＯＩＮＳ研究推進コーディネーターがナビゲーターとなり、局アナと館内を回り
iCONMの生中継が行われた。

○3月18日： 【活動報告】かわさきFM「かわさきホット☆スタジオ」にコミュニケーション担当の
島﨑眞 ＣＯＩＮＳコミュニケーションオフィサー兼ポストＣＯＩ準備室オフィサーが出演し、3/27に
開催予定の市民公開講座について聴きどころなどを紹介した。

○3月25日： 【活動報告】 COINSセミナー #57がWeb開催された。
講演者：東京医科歯科大学　位髙啓史　教授（COINSサブテーマ3リーダー）

　演題：「mRNA医薬の可能性：ワクチンから再生医療まで」

○3月26日： 【活動報告】タイ NanoTechのシンポジウムでiCONM　片岡一則センター長
(COINS研究リーダー )が講演した。

○4月12日： 【活動報告】第6回iCONM×COINS交流イベントをWeb開催した。
iＣＯＮＭ片岡・喜納ラボのXueying Liu研究員が中国の餃子の作り方を交えながら英語で紹介
した。

○4月20日： 【報道】慶應義塾大学医学部臨床研究推進センター　谷口博昭特任准教授（東
京大学医科学研究所　分子療法分野　客員准教授）らの研究グループは、神奈川県立がん
センター、iCONM、北海道大学との共同研究により、乳がん・膵がんで発現が亢進している
転写因子であるPRDM14遺伝子を標的とした配列特異性の高いキメラ型siRNAと核酸を病変
に送達するY-shaped block co-polymer (YBC) からなる核酸医薬候補を開発した。

　この研究成果は「International Journal of Cancer」に掲載された。
　論文タイトル：Treatment of primary and metastatic breast and pancreatic tumors upon 

intravenous delivery of a PRDM14-specific chimeric siRNA/nanocarrier complex
　本件に関する記事が複数のメディアに掲載された。 日本の研究.com | QLife Pro | 日経バイ

オテク | Care Net | 化学工業日報 | 科学新聞

○5月10日： 【活動報告】 COINSセミナー #58がWeb開催された。
講演者：東京大学大学院工学系研究科　宮田完二郎准教授（ＣＯＩＮＳサブテーマ１リーダー）　

　演題：「核酸医薬の実用化に資するナノマシン：送達困難な組織への核酸医薬デリバリー」

○5月18日： 【報道】東京大学大学院工学系研究科　宮田完二郎准教授（COINSサブテーマ
１リーダー）らの研究グループは、ナノミセル化技術により、気管支内投与されたアンチセンス核
酸の肺組織滞留を大幅に改善することに成功した。本研究は将来的に、肺がん治療のための
吸入剤創出に繋がることが期待される。

　本件に関する記事がメディアに掲載された。 医薬通信社 | 日経バイオテク
　この研究成果は「Advanced Therapeutics」に掲載された。
　 論 文タイトル：“A 50‐nm‐Sized Micellar Assembly of Thermoresponsive Polymer
‐Antisense Oligonucleotide Conjugates for Enhanced Gene Knockdown in Lung 
Cancer by Intratracheal Administration”, Advanced Therapeutics, 3, 1900123 
(2020);

○5月31日： 【活動報告】第7回iCONM×COINS交流イベントをWeb開催した。
iＣＯＮＭ片岡・喜納ラボのJunjie LI研究員が祖国の中国についてクイズを交えて英語で紹介
した。

○6月4日： 【報道】COINSの研究活動がJSTnews6月号に掲載された。

○6月14日： 【活動報告】第16回COINS全体会議を行った。

○6月21日： 【活動報告】第8回iCONM×COINS交流イベントをWeb開催した。
ｉＣＯＮＭ片岡・喜納ラボのAnjaneyulu Dirisala研究員がインドと日本の共通の文化について
英語で紹介した。

○6月25日： 【活動報告】 TVK "NewsLink" および TVK "LOVEかわさき"で iCONM が紹介
された。

○7月2日： 【報道】JST NEWS6月号の記事が中国Webサイト客観日本に掲載された。

○7月4日： 【報道】 読売新聞朝刊22面にiCONMの建つ研究地区、キングスカイフロントに関
する記事が掲載された。

○7月15日： 【活動報告】4/20のプレスリリース「難治性乳がん・膵がんに有効な革新的核酸
医薬候補の開発に成功」に関する記事がScience Japanに掲載された。

○7月26日： 【活動報告】第9回iCONM×COINS交流イベントをWeb開催した。
iＣＯＮＭ片岡・喜納ラボのTao Yang研究員が中国 蘇州について英語で紹介した。

○7月26日： 【活動報告】東京大学大学院工学系研究科　安楽泰孝特任准教授（COINSサ
ブテーマ2リーダー）がNHK国際放送 (NHK World) “Medical Frontiers” に出演し、脳内
に薬剤を送り届ける機能を持ったナノマシンについて解説した。

○8月3日： 【報道】ｉＣＯＮＭは、スペイン・カタルーニャ国際大学との共同研究により、脂質代
謝を調節する薬剤を脳実質細胞内部に送達するナノマシンを開発した。

　この研究成果は「Biomaterials Science」に掲載された。
　論文タイトル：“Poly-ion complex micelle effectively delivers CoA-conjugated CPT1A 

inhibitors to modulate lipid metabolism in brain cells”

○8月4日： 【報道】 JST NEWS6月号の記事がScience Japanに掲載された。

○8月10日： 【報道】 6/26 にTVK「ラブかわさき」で放送された iCONM の紹介映像が COI 
webサイト と COI Drive に掲載された。

○8月11日： 【報道】 3月に記者説明会を行った。「CRISPR/Cas9とナノミセルを用いた脳
内ゲノム編集～マウス脳実質細胞での効率的なゲノム編集に成功」の論文に関する記事が
TriLink BYOTECHNOLOGIESに掲載された。

○8月14日： 【活動報告】 iCONM　片岡一則センター長(COINS研究リーダー )がテンミニッツ
TVに登場した。
コロナワクチンも開発、ベンチャー企業が担う役割とは

○8月26日： 【活動報告】かわさきFM「かわさきホットスタジオ」に東京大学大学院工学系研究科　
一木隆範教授（COINSサブテーマ4リーダー )が生出演した。

○9月2日： 【活動報告】COINSが「イノベーション・ジャパン2021 ～大学見本市Online」へ
出展。

○9月2日： 【活動報告】 第１回 iCONM 産学共創セミナーを開催した。
講演者：東京大学医科学研究所ＲＮＡ制御学分野　稲田利文教授
演題：異常翻訳の感知および排除メカニズムの生理機能

○9月3日： 【報道】 8/3にプレスリリースをした「脂質代謝を調節する薬剤を脳実質細胞内部に
送達するナノマシンを開発」に関する記事がAZO NANOに掲載された。

○9月10日： 【報道】 東京大学大学院工学系研究科　一木隆範教授（サブテーマ４リーダー）
の研究に関する記事が化学工業日報4面に掲載された。

○9月10日： 【活動報告】 YouTubeガリレオChにiCONM　片岡一則センター長(COINS研究
リーダー )が出演した【ガリレオX#175】アルツハイマー病・認知症 予防と治療の最前線に迫る！ 
が公開された。

○9月17日： 【報道】 Newsweek 日本版で予防医療に関する特集が掲載。iCONM　片岡一
則センター長(COINS研究リーダー )と東京大学大学院工学系研究科　一木隆範教授（サブ
テーマ４リーダー）が、『病気の早期発見、早期診断に関する先端医療技術』について紹介した。

○9月24日： 【活動報告】 COINSセミナー #59 がWeb開催された。
講演者：青木 伊知男（国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構　量子医科学研究所 
上席研究員、分子イメージング診断治療研究部 機能分子計測グループ　グループリーダー）
演題：「ナノマシンの生体内MRイメージングとセラノスティクス」

○9月26日： 【報道】 iＣＯＮＭの研究に関する記事が公明新聞に掲載された。
ナノサイズのカプセル研究／病気を検出、診断、治療

○9月28日： 【報道】 iCONM　片岡一則センター長（COINS研究リーダー）が参加した座談会
の記事が月刊経団連2021年9月号に掲載された。
座談会：イノベーションの社会実装を加速する



編集後記

COINS セミナー開催レポート
～オンラインを活用したグローバルなコミュニケーション～

Activity Report

講師の先生方：　上段左から安楽泰孝先生（東京大学）、一木隆範先生（東京大学）、松村保広先生（国立がん研究センター）、
下段左から安西智宏先生（iCONM）、位高啓史先生（東京医科歯科大学）、宮田完二郎先生（東京大学）

　コロナ禍で定着したオンライン会議システムを活用し、
アウトリーチ活動の一環として第一線で活躍するCOINS
の研究者によるCOINSセミナーをシリーズ開催しました
（2020年11月より第53回～59回として7回開催、詳細
はトピックス欄参照）。各回とも大学や企業の関係者を中
心に多数の視聴者に参加頂き、講師による最新の研究成
果や当該分野の動向に関する分かりやすい解説に続いて
活発なディスカッションが行われました。本シリーズでは、
ナノバイオ、核酸医薬、mRNA、DDS、イメージング等
の科学技術からベンチャーエコシステムといった社会科学
の話題を取り上げ、参加者の皆様から大変好評を頂く企
画となりました。
　また、2021年10月7日にカタルーニャ国際大学 (UIC-
バルセロナ)基礎科学専攻のロザリア・ロドリゲス・ロドリ
ゲス准教授を講師に迎え、第60回COINSセミナー
"Targeting Neurons: More Brain than Brawn to 
Solve Obesity（ニューロンをターゲット：筋肉よりも脳に
着目した肥満症治療）"を開催しました。本セミナーは初め
てのグローバルオンラインセミナーとして開催し、講師を
含め多くの視聴者が海外より参加され、国境を越えたディ
スカッションで大いに盛り上がりました。

講師のロドリゲス先生（上）と司会を務めた
iCONM・カデール主任研究員（下）（第60回）

講師の量研機構・青木伊知男先生（上）と
片岡RL（下）（第59回）

発行： 公益財団法人 川崎市産業振興財団　
　　　ナノ医療イノベーションセンター　COINS研究推進機構
 〒 210-0821　神奈川県川崎市川崎区殿町 3-25-14
 TEL 044-589-5785　FAX 044-589-5789
 http://coins.kawasaki-net.ne.jp/

編集：NanoSky 編集委員会
 （岩崎 廣和、島﨑 眞、永井 浩二、佐竹 麻美、横山 美弥子）

ライター：小島 あゆみ
カメラ：田中 亜紀
デザイン：（株）Studio F

（編集長　島﨑 眞）

　COINSニュースレターの最終号となるNanoSky#9をお届けします。この9年間で拡がった多様性は組織を活性化し、様々なア
イデアを生み出しました。そして新しい技術やサイエンスが生まれ、人も育ちました。例えば、がん治療では、切れ味が良いのに
強い副作用のため使い難かった抗がん剤をがん選択的に送達（ナノDDS）することが可能となりました。守りが堅く抗がん剤が効き
にくい難治がんであっても、そのシールドを突破し奏効するナノマシンが臨床開発中です。また、ドラマでも話題となったケミカ
ルサージェリー（切らない手術）をより実践的に使うためにもナノDDSの貢献があります。次の段階として、病院にある検査·診断
機器の卓上化や採血不要の血液検査を実現し、在宅で健康管理ができる未来を構築しようとしています。2045年の体内病院の実
現に向けて、COINSで培った研究成果とプラットフォームは確実に受け継がれていきます。
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